


表 1 製品仕様

項 目 単 位 内 ?(; 試験方法

材料・7ィルト材 スパンボンド法不織布

一d争し+、- 材 合成高分子排水材

幅 mm 100:t 3 JIS-L-I089に準ずる

厚 さ mm 4.6::r:: 3 J IS L 1089に準ずる

'1'張強さ kgf!製品幅 200C乾燥及び湿潤時) JIS L-I085に準ずる

垂直 1 x 100以上
透水係数 cm/sec 

1 X 10-20上 lJ1S A-1218参照水平

2. 適用例

2. 1. 施工実績

タフネル垂直ドレーン材は、 • 75年に、スパンボンド法不織布単体としては世界で初めて開発

された排水材である。

. 76年千葉県浦安市のディズニーランドの地盤改良工事を手掛けてから、 • 91年まで約 3.000力-

m以上の実績がある。

しかし、最近地盤改良深度が25m以上最大で'35mまで打設するケースも多くなり、排水性能を

より向上した垂直ドレーン材タフネルGXを.92年に上市した。

タフネルGXの.92年から.94年までの施工実績は約 800万mである。

本工法は、臨海、内陸の軟弱地盤改良工事に用いられている。

タフネルGXの.92~ . 94年までの施工区域を表-2に示したし

表 2 タフネルGXの施工区域

2. 2. 施工管理方法

タフネルGXを軟弱地盤内に設置する場合、ドレーン材の共上り現象や破断などの施工不良を

次の 2つの施工管理方法で対応している。

(1)バックテンション方式(陸上管理)

打設機のタフネルGX取付装置に付帯されている打設長、共上り量検出器で管理する方式。

(図-1参照)
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